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(54)【発明の名称】 画像表示装置

(57)【要約】
【課題】  厚みが比較的薄く、略全ての方向から入射す
る光によるコントラストの低下を防止できる画像表示装
置を提供すること。
【解決手段】  ガラス基板１上に、アルミニウム電極２
１、３１、４１と、ＥＬ層２２、３２、４２と、ＩＴＯ
透明電極２３、３３、４３とからなる画素２、３、４・
・・と、配線６、６、６・・・とを備え、これらの上
に、光出射側のガラス基板８を備える。ガラス基板８上
に、異なる色の光を透過する複数のカラーフィルタ１
２、１３、１４・・・を備える。外部から、太陽光が、
矢印Ｓで示すように緑色カラーフィルタ１３を透過して
内部に入射し、配線６の表面で反射される。矢印Ｔで示
すように青色カラーフィルタ１４に入射する反射光は緑
色をなすので、この青色カラーフィルタ１４で吸収され
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  異なる色の光を出射する複数の画素が配
列された画素平面と、
上記画素平面に対して直角方向に所定の距離を置いて配
置された複数のカラーフィルタとを備え、
上記複数のカラーフィルタのうちの各カラーフィルタ
は、上記複数の画素のうちの所定の画素に関して、この
画素が出射する光の色と同一の色の光を概ね透過する一
方、上記画素が出射する光の色以外の色の光を概ね吸収
することを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】  請求項１に記載の画像表示装置におい
て、
上記複数の画素のうちの各画素と、この画素からの光を
透過する上記カラーフィルタとは、上記画素平面の垂直
方向に重なる位置に配置されていることを特徴とする画
像表示装置。
【請求項３】  請求項１に記載の画像表示装置におい
て、
上記複数の画素のうちの各画素の中心線と、上記画素か
らの光を透過させる上記カラーフィルタの中心線とが、
上記画素平面の垂直方向に重ならない位置に配置されて
いることを特徴とする画像表示装置。
【請求項４】  請求項１乃至３のいずれか1つに記載の
画像表示装置において、
上記複数の画素と、上記複数のカラーフィルタとの間の
上記画素平面に垂直方向の距離は、隣接する上記複数の
画素の間のギャップよりも大きいことを特徴とする画像
表示装置。
【請求項５】  請求項１乃至３のいずれか１つに記載の
画像表示装置において、
上記複数の画素と、上記複数のカラーフィルタとの間の
上記画素平面に垂直方向の距離は、隣接する上記複数の
画素の配置ピッチよりも大きいことを特徴とする画像表
示装置。
【請求項６】  請求項３乃至５のいずれか１つに記載の
画像表示装置において、
上記画像表示装置が表示する画像が視認される視認方向
は、上記複数のカラーフィルタが配列された平面の垂直
方向に対して下記の角度θをなす方向であることを特徴
とする画像表示装置。
【数１】θ＝ｓｉｎ－１（ｎ１／ｎ２×ｓｉｎ（ｔａｎ
－１（Ｌ／Ｄ）））
ここで、ｎ１は、上記画素と上記カラーフィルタとの間
の部分の光の屈折率であり、ｎ２は、上記カラーフィル
タよりも光の出射側の部分の光の屈折率であり、Ｌは、
上記画素とこの画素からの出射光が透過する上記カラー
フィルタとの間の上記画素平面に平行方向の距離であ
り、Ｄは、上記画素とこの画素からの出射光が透過する
上記カラーフィルタとの間の上記画素平面に垂直方向の
距離である。 *
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*【請求項７】  請求項１乃至６のいずれか１つに記載の
画像表示装置において、
上記複数の画素は、隣り合う画素が出射する光の色が異
なるモザイク状に配置されていると共に、
上記複数のカラーフィルタは、隣り合うカラーフィルタ
が透過する光の色が異なるモザイク状に配置されている
ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項８】  請求項１乃至６のいずれか１つに記載の
画像表示装置において、
上記複数の画素は、列方向に隣り合う画素が出射する光
の色が同一であるストライプ状に配置されていると共
に、
上記複数のカラーフィルタは、列方向に隣り合うカラー
フィルタが透過する光の色が同一であるストライプ状に
配置されていることを特徴とする画像表示装置。
【請求項９】  請求項１乃至８のいずれか１つに記載の
画像表示装置において、
上記複数のカラーフィルタ上に、一方向については光の
通過を許容する一方、他方向については光の通過を妨げ
る光通過制御部材を配置したことを特徴とする画像表示
装置。
【請求項１０】  請求項９に記載の画像表示装置におい
て、
上記複数のカラーフィルタはストライプ状に配置されて
おり、
上記光通過制御部材は、上記複数のカラーフィルタのス
トライプが延在する方向と所定の角度をなす方向の光の
通過を許容することを特徴とする画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、例えば有機ＥＬデ
ィスプレイなどの画像表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、有機ＥＬ（エレクトロ・ルミネッ
センス）ディスプレイとしては、図６に示すようなもの
がある。この有機ＥＬディスプレイは、ガラス基板１０
１上に、順に、アルミニウムからなる電極１０２と、Ｅ
Ｌ層１０３と、正孔注入輸送層１０４と、ＩＴＯ（イン
ジウム・スズ酸化物）からなる透明電極１０５と、光出
射側のガラス基板１０６とを備える。このディスプレイ
は、上記ＥＬ層１０３において、上記アルミニウム電極
１０２から注入された電子と、上記透明電極１０５から
正孔注入輸送層１０４を経て注入された正孔との再結合
によって発光を得ている。このＥＬ層１０３で発光して
透明電極１０５側に向った光は、上記正孔注入輸送層１
０４、透明電極１０５、ガラス基板１０６を通過してデ
ィスプレイ外部に出射する。また、上記ＥＬ層１０３か
らアルミニウム電極１０２側に向った光は、このアルミ
ニウム電極１０２で反射された後、再び上記ＥＬ層１０
３、正孔注入輸送層１０４、透明電極１０５、ガラス基
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3
板１０６を通過してディスプレイ外部に出射する。すな
わち、上記アルミニウム電極１０２での光の反射によっ
て、上記ＥＬ層１０３からの光が効率良く取り出せるよ
うになっている。
【０００３】しかしながら、上記従来の有機ＥＬディス
プレイは、野外での太陽光や、室内での照明光が、矢印
Ｘで示すようにガラス基板１０６から入射して上記アル
ミニウム電極１０２で反射し、この反射光が、矢印Ｙで
示すようにガラス基板１０６から出射する場合がある。
その結果、上記有機ＥＬディスプレイのコントラストが
低下するという問題がある。
【０００４】上記問題を解決するため、有機ＥＬディス
プレイに、所定間隔に形成された複数の遮光部を有する
ライトコントロールフィルムを設け、このライトコント
ロールフィルムで上記有機ＥＬディスプレイに入射する
光を遮って、コントラストの低下を防止するようにした
画像表示装置が開示されている（特開２００１－６７０
０６号公報参照）。上記ライトコントロールフィルム
は、０．５ｍｍ程度の厚みを有し、上記ディスプレイの
横方向に延在すると共にディスプレイの平面直角方向に
所定の角度をなして取り付けられた遮光部によって、上
記ディスプレイの縦方向に角度をなす光が、このディス
プレイ内に入射しないようにしている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記従
来の画像表示装置は、上記ライトコントロールフィルム
は厚みが０．５ｍｍ程度あって、画像表示装置全体の厚
みが比較的厚くなるので、小型化が厳しく要求される携
帯機器には用い難いという問題がある。
【０００６】また、上記ライトコントロールフィルム
は、上記ディスプレイの縦方向に角度をなす光の入射を
防止するのみであって、上記ディスプレイの横方向に角
度をなす光の入射は防止できないという問題がある。上
記ライトコントロールフィルムを用いてディスプレイの
横方向からの光の入射を防止するためには、上記ディス
プレイに設けられたライトコントロールフィルムの上
に、さらに、上記ディスプレイの縦向きの遮光部を備え
るライトコントロールフィルムを重ねて配置する必要が
あって、画像表示装置の厚みがさらに増してしまう。
【０００７】そこで、本発明の目的は、厚みが比較的薄
く、略全ての方向から入射する光によるコントラストの
低下を防止できる画像表示装置を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するた
め、本発明の画像表示装置は、異なる色の光を出射する
複数の画素が配列された画素平面と、上記画素平面に対
して直角方向に所定の距離を置いて配置された複数のカ
ラーフィルタとを備え、上記複数のカラーフィルタのう
ちの各カラーフィルタは、上記複数の画素のうちの所定
の画素に関して、この画素が出射する光の色と同一の色
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の光を概ね透過する一方、上記画素が出射する光の色以
外の色の光を概ね吸収することを特徴としている。
【０００９】上記構成によれば、画像表示装置の外部か
ら、上記複数のカラーフィルタのうちの１つのカラーフ
ィルタに光が入射した場合、この光のうち上記１つのカ
ラーフィルタが透過する所定の色の光のみが通過して、
この所定の色の光が上記複数の画素のうちの１つの画素
に達する。この画素で、上記所定の色の光が反射され、
この反射された光は上記複数のカラーフィルタ側に向
う。この複数のカラーフィルタのうちの上記１つのカラ
ーフィルタが透過する色と同じ色を透過するカラーフィ
ルタに、上記所定の色の光が入射した場合、この所定の
色の光は上記カラーフィルタを透過して、画像表示装置
の外部に出射される。一方、上記複数のカラーフィルタ
のうちの上記１つのカラーフィルタが透過する色と異な
る色を透過するカラーフィルタに、上記所定の色の光が
入射した場合、この所定の色は上記カラーフィルタで吸
収されて、画像表示装置の外部には出射されない。ここ
で、上記複数のカラーフィルタと複数の画素とは、上記
画素平面の直角方向に所定の距離を置いて配置されてい
るので、上記１つのカラーフィルタを経て画像表示装置
内に入射し、上記画素で反射された光は、比較的高い確
率で、上記１つのカラーフィルタが透過する色と異なる
色を透過するカラーフィルタに入射する。したがって、
上記画素で反射された光は、上記カラーフィルタで吸収
されて、画像表示装置の外部には出射されない。その結
果、この画像表示装置は、上記反射光の外部への出射を
効果的に防止することができて、良好なコントラストが
得られる。
【００１０】ここにおいて、上記画像表示装置は、外部
から入射して画素で反射した光に限られず、この画像表
示装置が備える例えばバスラインなどによって反射した
光に関しても、画像表示装置の外部への出射を効果的に
防止できる。
【００１１】１実施形態の画像表示装置は、上記複数の
画素のうちの各画素と、この画素からの光を透過する上
記カラーフィルタとは、上記画素平面の垂直方向に重な
る位置に配置されている。
【００１２】上記実施形態によれば、上記複数の画素の
うちの各画素からの光は、この画素の垂直方向に重なる
位置に配置されている上記カラーフィルタを透過して、
上記画像表示装置の外部に出射される。この画像表示装
置は、外部からの光の反射光の外部への出射が効果的に
防止されるので、上記画素平面の直角方向に良好なコン
トラストの画像が得られる。
【００１３】１実施形態の画像表示装置は、上記複数の
画素のうちの各画素の中心線と、上記画素からの光を透
過させる上記カラーフィルタの中心線とが、上記画素平
面の垂直方向に重ならない位置に配置されている。
【００１４】上記実施形態によれば、上記複数の画素の
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うちの各画素からの光は、上記カラーフィルタを透過し
て、上記画像表示装置の外部に出射される。上記画素と
カラーフィルタとは、上記画素の中心線と上記カラーフ
ィルタの中心線とが垂直方向に重ならない位置に、配置
されている。したがって、この画像表示装置から出射さ
れる光の大部分は、上記画素から、この画素の中心線と
上記カラーフィルタの中心線とを結ぶ方向に進む光であ
る。したがって、外部から入射した光の反射が効果的に
防止されるので、画素平面と所定の角度をなす方向に、
良好なコントラストの画像が得られる。
【００１５】１実施形態の画像表示装置は、上記複数の
画素と、上記複数のカラーフィルタとの間の上記画素平
面に垂直方向の距離は、隣接する上記複数の画素の間の
ギャップよりも大きい。
【００１６】上記実施形態によれば、上記複数のカラー
フィルタのうちの１つのカラーフィルタを経て外部から
画像表示装置内に入射した光は、上記画素で反射されて
上記カラーフィルタ側に戻る。ここにおいて、上記複数
の画素と、上記複数のカラーフィルタとの間の上記画素
平面に垂直方向の距離は、隣接する上記複数の画素の間
のギャップよりも大きいので、上記画素で反射された光
は、高い確率で、上記１つのカラーフィルタが透過する
色と異なる色を透過するカラーフィルタに入射する。し
たがって、上記画像表示装置の外部からの光の反射光の
出射が、効果的に防止される。
【００１７】１実施形態の画像表示装置は、上記複数の
画素と、上記複数のカラーフィルタとの間の上記画素平
面に垂直方向の距離は、隣接する上記複数の画素の配置
ピッチよりも大きい。
【００１８】上記実施形態によれば、上記複数のカラー
フィルタのうちの１つのカラーフィルタを経て外部から
画像表示装置内に入射した光は、上記画素で反射されて
上記カラーフィルタ側に戻る。ここにおいて、上記複数
の画素と、上記複数のカラーフィルタとの間の上記画素
平面に垂直方向の距離は、隣接する上記複数の画素の配
置ピッチよりも大きいので、上記画素で反射された光
は、高い確率で、上記１つのカラーフィルタが透過する
色と異なる色を透過するカラーフィルタに入射する。し
たがって、上記画像表示装置の外部からの光の反射光の
外部への出射が、効果的に防止される。
【００１９】１実施形態の画像表示装置は、上記画像表
示装置が表示する画像が視認される視認方向は、上記複
数のカラーフィルタが配列された平面の垂直方向に対し
て下記の角度θをなす方向である。
【００２０】
【数２】θ＝ｓｉｎ－１（ｎ１／ｎ２×ｓｉｎ（ｔａｎ
－１（Ｌ／Ｄ）））
ここで、ｎ１は、上記画素と上記カラーフィルタとの間
の部分の光の屈折率であり、ｎ２は、上記カラーフィル
タよりも光の出射側の部分の光の屈折率であり、Ｌは、
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上記画素とこの画素からの出射光が透過する上記カラー
フィルタとの間の上記画素平面に平行方向の距離であ
り、Ｄは、上記画素とこの画素からの出射光が透過する
上記カラーフィルタとの間の上記画素平面に垂直方向の
距離である。
【００２１】上記実施形態によれば、上記画像表示装置
は、上記複数のカラーフィルタが配列された平面の垂直
方向に対して上記の角度θをなす方向に、上記カラーフ
ィルタから出射される光が、略最大の輝度を有する。ま
た、上記画像表示装置外部からの光の反射が効果的に防
止される。したがって、上記カラーフィルタが配置され
た平面の垂直方向に対する上記角度θの方向が、この画
像表示装置の視認方向として好適になる。
【００２２】１実施形態の画像表示装置は、上記複数の
画素は、隣り合う画素が出射する光の色が異なるモザイ
ク状に配置されていると共に、上記複数のカラーフィル
タは、隣り合うカラーフィルタが透過する光の色が異な
るモザイク状に配置されている。
【００２３】上記実施形態によれば、外部から上記複数
のカラーフィルタを透過して画像表示装置内に入射し、
反射した光は、上記複数のカラーフィルタ側に向う。こ
こにおいて、上記カラーフィルタは、隣り合うカラーフ
ィルタの色が異なるモザイク状に配置されているので、
上記反射した光は、この画像表示装置の入射時に透過し
たカラーフィルタと同じ色のカラーフィルタに入射する
確率が低い。したがって、上記反射した光は、その殆ど
が、入射に透過したカラーフィルタと異なる色のカラー
フィルタによって吸収されて、画像表示装置外部に出射
しない。この結果、上記モザイク状に配置された複数の
カラーフィルタを各々透過して画像表示装置の外部に出
射される光は、その殆どが、上記モザイク状に配置され
た複数の画素から各々出射された光である。すなわち、
上記外部からの光の反射が効果的に防止されて、良好な
コントラストの画像表示装置が得られる。
【００２４】１実施形態の画像表示装置は、上記複数の
画素は、列方向に隣り合う画素が出射する光の色が同一
であるストライプ状に配置されていると共に、上記複数
のカラーフィルタは、列方向に隣り合うカラーフィルタ
が透過する光の色が同一であるストライプ状に配置され
ている。
【００２５】上記実施形態によれば、外部から上記複数
のカラーフィルタを透過して画像表示装置内に入射し、
反射した光は、上記複数のカラーフィルタ側に向う。こ
こにおいて、上記カラーフィルタは、列方向に隣り合う
カラーフィルタの色が同一であるストライプ状に配置さ
れているので、上記反射した光は、上記ストライプが延
在する方向の直角方向において、この画像表示装置の入
射時に透過したカラーフィルタと同じ色のカラーフィル
タに入射する確率が低い。したがって、上記ストライプ
の直角方向において、上記反射した光は画像表示装置外
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7
部に殆ど出射しない。上記ストライプ状に配置された複
数のカラーフィルタを各々通過する光は、上記ストライ
プ状に配置された複数の画素から各々出射された光であ
る。したがって、上記ストライプの直角方向において、
外部からの光の反射光の外部への出射が効果的に防止さ
れ、良好なコントラストを有する画像表示装置が得られ
る。
【００２６】１実施形態の画像表示装置は、上記複数の
カラーフィルタ上に、一方向については光の通過を許容
する一方、他方向については光の通過を妨げる光通過制
御部材を配置した。
【００２７】上記実施形態によれば、上記画像表示装置
は、上記光通過制御部材によって上記他方向の光の通過
が妨げられ、外部からの上記他方向の光の入射が妨げら
れるので、この画像表示装置は上記一方向についてのコ
ントラストがさらに向上する。
【００２８】１実施形態の画像表示装置は、上記複数の
カラーフィルタはストライプ状に配置されており、上記
光通過制御部材は、上記複数のカラーフィルタのストラ
イプが延在する方向と所定の角度をなす方向の光の通過
を許容する。
【００２９】上記実施形態によれば、上記画像表示装置
は、上記ストライプ状に配置された複数のカラーフィル
タによって、上記ストライプの直交方向において外部か
らの光の反射が防止されると共に、上記光通過制御部材
によって、上記ストライプの延在方向と所定の角度をな
す方向以外の方向において、外部からの光の反射が防止
される。したがって、上記画像表示装置は、上記ストラ
イプの延在方向と所定の角度をなす方向において、良好
なコントラストが得られる。
【００３０】
【発明の実施の形態】以下、本発明を図示の実施形態に
より詳細に説明する。
【００３１】（第１実施形態）図１は、本発明の第１実
施形態の画像表示装置としての有機ＥＬディスプレイを
示す断面図である。この有機ＥＬディスプレイは、ガラ
ス基板１上に、異なる色の光を出射する複数の画素２、
３、４・・・が設けられていて、上記ガラス基板１の表
面に画素平面を構成している。上記画素２は赤色の光を
発光する画素であり、上記画素３は緑色の光を発光する
画素であり、上記画素４は、青色の光を発光する画素で
ある。上記画素２、３、４は、断面において略１００μ
ｍの幅に形成されている。
【００３２】上記画素２は、上記ガラス基板１上に配置
されたアルミニウム電極２１と、赤色ＥＬ層２２と、Ｉ
ＴＯからなる透明電極２３とを備える。上記赤色ＥＬ層
２２は、赤色蛍光体を有する発光層と、正孔注入輸送層
とを備える。
【００３３】上記画素３は、上記ガラス基板１上に配置
されたアルミニウム電極３１と、緑色ＥＬ層３２と、Ｉ
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ＴＯからなる透明電極３３とを備える。上記緑色ＥＬ層
３２は、緑色蛍光体を有する発光層と、正孔注入輸送層
とを備える。
【００３４】上記画素４は、上記ガラス基板１上に配置
されたアルミニウム電極４１と、緑色ＥＬ層４２と、Ｉ
ＴＯからなる透明電極４３とを備える。上記青色ＥＬ層
４２は、青色蛍光体を有する発光層と、正孔注入輸送層
とを備える。
【００３５】上記ガラス基板１上には、配線６、６、６
・・・が設けられていて、この配線６、６、６・・・で
供給される信号が、図示しない薄膜トランジスタのオン
オフ動作によって、上記画素２、３、４・・・に各々供
給されるようになっている。
【００３６】上記ガラス基板１上かつ上記画素２、３、
４・・・上および配線６、６、６・・・上には、光出射
側のガラス基板８が配置されている。このガラス基板８
の表面に、異なる色の光を透過する複数のカラーフィル
タ１２、１３、１４・・・が配置されている。上記カラ
ーフィルタ１２は、赤色の光を透過し、上記カラーフィ
ルタ１３は、緑色の光を透過し、上記カラーフィルタ１
４は、青色の光を透過する。このカラーフィルタ１２、
１３、１４・・・は、液晶ディスプレイに用いられるカ
ラーフィルタと略同一のものである。
【００３７】図１において、上記画素２、３、４と、上
記カラーフィルタ１２、１３、１４とは、上記画素２、
３、４が出射する色の光と略同じ色の光を透過するカラ
ーフィルタ１２、１３、１４が、上記画素平面としての
ガラス基板１の表面の略垂直方向に重なるように配置さ
れている。
【００３８】上記画素２、３、４のＥＬ層２２、３２、
４２と、上記カラーフィルタ１２、１３、１４との間の
上記画素平面に垂直な方向の距離Ａは、上記複数の画素
２、３、４・・・の間のギャップＧよりも多少大きい距
離に形成している。
【００３９】図２は、上記有機ＥＬディスプレイの光出
射側から見た平面図である。図２に示すように、上記有
機ＥＬディスプレイの光出射側面には、上記複数のカラ
ーフィルタ１２、１３、１４・・・が、互いに隣接する
カラーフィルタ１２、１３、１４・・・の透過光の色が
異なるように、モザイク状に配置されている。
【００４０】上記構成の有機ＥＬディスプレイを動作す
ると、図示しないトランジスタがオンされることによっ
て、配線６から供給される信号電圧が、例えば画素４に
印加される。これによって、上記アルミニウム電極４１
から、上記青色ＥＬ層４２の発光層に電子が注入される
と共に、上記透明電極４３から、上記青色ＥＬ層４２の
正孔注入輸送層を経て発光層に正孔が注入される。上記
青色ＥＬ層４２の発光層は、上記注入された電子と正孔
との再結合によって青色蛍光体が励起されて、青色の光
を出射する。この青色画素４の青色ＥＬ層４２から出射
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9
された青色光は、矢印Ｈで示すように、透明電極４３と
ガラス基板８と青色カラーフィルタ１４とを透過して、
有機ＥＬディスプレイの外部に出射される。
【００４１】一方、上記有機ＥＬディスプレイの外部か
ら、太陽光などが、矢印Ｓで示すように緑色カラーフィ
ルタ１３を透過して内部に入射し、配線６の表面で反射
される。この反射光は、矢印Ｔで示すように青色カラー
フィルタ１４に入射する。しかしながら、上記反射光
は、上記緑色カラーフィルタ１３を透過して緑色をして
いるので、上記青色カラーフィルタ１４を透過すること
なくフィルタ１４に吸収される。したがって、この有機
ＥＬディスプレイは、外部から入射した太陽光などを反
射してコントラストが低下することを効果的に防止でき
る。
【００４２】また、この有機ＥＬディスプレイの外部か
ら所定の角度をなしてカラーフィルタ１２、１３、１４
に入射した光は、上記カラーフィルタ１２、１３、１４
およびガラス基板８の屈折率によって、上記カラーフィ
ルタ１２、１３、１４への入射角と異なる角度をなし
て、ガラス基板１表面の画素２、３、４などで反射され
る。上記カラーフィルタ１２、１３、１４と、上記画素
２、３、４との間の上記ガラス基板８表面の垂直方向距
離は、この画素２、３、４の間のギャップＧよりも多少
大きく形成している。したがって、上記画素２、３、４
などで反射された光は、上記入射したカラーフィルタ１
２、１３、１４と異なるカラーフィルタ１２、１３、１
４に向って進む。すなわち、上記カラーフィルタ１２、
１３、１４に入射して所定の色を有する光は、ＥＬディ
スプレイ内部で反射した後、上記所定の色を透過しない
カラーフィルタ１２、１３、１４に入射する。この入射
したカラーフィルタ１２、１３、１４に、上記所定の色
の光は吸収されるので、この光は外部に殆ど出射しな
い。その結果、この有機ＥＬディスプレイは、外部から
の光による反射光が出射することが効果的に防止でき
て、良好なコントラストが得られる。
【００４３】また、上記カラーフィルタ１２、１３、１
４はモザイク状に配置されて、隣接するカラーフィルタ
の色が互いに異なる。したがって、上記カラーフィルタ
１２、１３、１４に入射して所定の色を有する光は、Ｅ
Ｌディスプレイ内部で反射した後、比較的高い確率で、
上記所定の色の光を吸収するカラーフィルタ１２、１
３、１４に達する。したがって、この有機ＥＬディスプ
レイは、外部から入射した光を、比較的高い確率で内部
で吸収して外部に出射することを防止できる。
【００４４】なお、上記青色カラーフィルタ１４に、上
記ガラス基板１の画素平面と略垂直に、有機ＥＬディス
プレイの外部から太陽光が入射した場合、上記青色カラ
ーフィルタ１４を透過した青色の光は、青色画素４１の
アルミニウム電極４１で反射する。この反射光は、上記
入射した青色カラーフィルタ１４に向って進む。この反
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射光は、青色であるので上記青色カラーフィルタ１４を
透過する。しかしながら、通常、上記画素平面の略垂直
方向には観察者が位置するので、このように画素平面の
垂直方向に光が入射することは殆どない。したがって、
上記画像表示装置は、外部からの光による反射光の多く
を効果的に防止できて、比較的良好なコントラストが得
られる。
【００４５】上記実施形態において青色カラーフィルタ
１４について述べたが、上記赤色カラーフィルタ１２、
緑色カラーフィルタ１３についても同様に、有機ＥＬデ
ィスプレイ外部からの光の反射を比較的良好に防止でき
て、比較的良好なコントラストのディスプレイが得られ
る。
【００４６】（第２実施形態）図３は、本発明の第２実
施形態の画像表示装置としての有機ＥＬディスプレイを
示す断面図である。この有機ＥＬディスプレイは、上記
カラーフィルタ１２、１３、１４と、画素２、３、４と
が鉛直方向にずれて配置されている以外は、第１実施形
態の図１の有機ＥＬディスプレイと略同一の構造を有す
る。第１実施形態の有機ＥＬディスプレイと同一の機能
を有する部分には同一の参照番号を付して、詳細な説明
を省略する。この有機ＥＬディスプレイは、ガラス基板
１上に、赤、緑、青の光を各々出射する画素２、３、４
・・・を複数備え、上記ガラス基板１の表面に画素平面
を構成している。また、この有機ＥＬディスプレイは、
上記画素２、３、４に対応して、赤、緑、青の光を各々
透過するカラーフィルタ１２、１３、１４・・・を複数
備える。上記画素２、３、４の中心と、カラーフィルタ
１２、１３、１４の中心とは、上記画素平面に平行な方
向に、距離Ｌだけずらしている。この距離Ｌは、約１０
０μｍである。
【００４７】また、上記画素２、３、４のＥＬ層２２、
３２、４２と、上記カラーフィルタ１２、１３、１４と
の間の上記画素平面に垂直な方向の距離Ｄは、上記複数
の画素２、３、４・・・の配置ピッチＰよりも多少大き
い距離の０．５ｍｍに形成している。
【００４８】上記構成の有機ＥＬディスプレイに、外部
から矢印Ｓで示すように赤色カラーフィルタ１２を経て
太陽光が入射すると、この入射光は画素３などで反射
し、矢印Ｔで示すように緑色カラーフィルタ１３に向っ
て進み、第１実施形態における場合と同様に、上記緑色
カラーフィルタ１３で吸収される。したがって、有機Ｅ
Ｌディスプレイ外部からの入射光が内部で反射し、出射
されることによって、コントラストが低下することが効
果的に防止される。
【００４９】一方、上記有機ＥＬディスプレイの例えば
緑色画素３が出射する光は、矢印Ｊで示すようにカラー
フィルタ１３に向って進む。このカラーフィルタ１３
は、緑色の光を透過するフィルタであり、このカラーフ
ィルタ１３の中心と上記画素３の中心とは、図３におけ
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る右側に距離Ｌだけずれていて、かつ、図３の上下方向
に距離Ｄだけ離れている。したがって、上記カラーフィ
ルタ１３から画像表示装置外部に出射される最も輝度が
大きい光は、矢印Ｋで示す方向に出射される光であり、
この光は、カラーフィルタ１３の平面直角方向に、所定
の角度θをなしている。この光の出射角度θは、下の式
を用いて求めることができる。
【００５０】
【数３】θ＝ｓｉｎ－１（ｎ１／ｎ２×ｓｉｎ（ｔａｎ
－１（Ｌ／Ｄ）））
ここで、ｎ１は、上記画素と上記カラーフィルタとの間
の部分の光の屈折率であり、本実施形態では１．５であ
る。ｎ２は、上記カラーフィルタよりも光の出射側の部
分、すなわち空気の光の屈折率であり、１．０である。
Ｌは、上記画素３と上記カラーフィルタ１３との間の上
記画素平面に平行方向の距離であり、本実施形態では１
００μｍである。Ｄは、上記画素３と上記カラーフィル*
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*タ１３との間の上記画素平面に垂直な方向の距離であ
り、本実施形態では０．５ｍｍである。
【００５１】上記式を用いて、各変数に上記値を代入し
て計算すると、θ＝１７．１°になる。本実施形態の有
機ＥＬディスプレイを用いて、上記カラーフィルタ１
２、１３、１４の平面直角方向に対して１７°の角度θ
をなす方向において、上記カラーフィルタ１２、１３、
１４から出射される光の強度とコントラストを測定し
た。下の表１は、この実験の結果を示した表である。表
１において、比較例として、図３の画像表示装置からカ
ラーフィルタ１２、１３、１４を除去した有機ＥＬディ
スプレイを用いて、輝度とコントラストを測定した。こ
こで、上記コントラストとは、上記輝度の最大値と最小
値との比である。
【００５２】
【表１】

【００５３】表１からわかるように、第２実施形態の有
機ＥＬディスプレイは、画像を表示する光の出射面に、
上記カラーフィルタ１２、１３、１４が設けられている
ので、比較例よりも輝度が多少低下する。しかし、コン
トラストについては、比較例では３であったのが、本実
施形態では４９に格段に向上している。したがって、本
実施形態の有機ＥＬディスプレイによれば、多少輝度が
低下しても、コントラストを飛躍的に向上できるので、
画像の品質を全体として向上することができる。
【００５４】本実施形態によれば、有機ＥＬディスプレ
イの外部からの光の反射によってコントラストが低下す
ることを有効に防止でき、また、カラーフィルタの平面
直角方向に対して所定の角度の方向、すなわち視認方向
に、特に良好なコントラストで画像を表示することがで
きる。
【００５５】（第３実施形態）図４は、本発明の第３実
施形態の画像表示装置としての有機ＥＬディスプレイを
示す平面図である。
【００５６】この有機ＥＬディスプレイは、カラーフィ
ルタ１２、１３、１４が平面においてモザイク状ではな
くて、ストライプ状に配置されている点が、第２実施形
態の有機ＥＬディスプレイと最も異なる。さらに、本実
施形態の有機ＥＬディスプレイは、カラーフィルタ１
２、１３、１４上に、所定の方向に光の透過を許す一
方、他の方向には光を透過させないライトコントロール
フィルムを配置している。
【００５７】第３実施形態の有機ＥＬディスプレイを示

す図において、上記第２実施形態の有機ＥＬディスプレ
イと同一の機能を有する部分には、同一の参照番号を付
して詳細な説明を省略する。図４に示すように、この有
機ＥＬディスプレイは、赤色カラーフィルタ１２と、緑
色カラーフィルタ１３と、青色カラーフィルタ１４と
を、夫々、同色のカラーフィルタを図４の縦方向に隣り
合うように、ストライプ状に配置している。また、図４
では図示しないが、画素についてもカラーフィルタと同
様に、夫々、同色の画素を縦方向に隣り合うようにスト
ライプ状に配置している。図４のＣ－Ｃ線による断面
は、図３の第２実施形態の有機ＥＬディスプレイの断面
図と略同様の断面を有する。本実施形態の有機ＥＬディ
スプレイでは、ガラス基板１上に形成された画素２、
３、４の中心と、カラーフィルタ１２、１３、１４の中
心との間の距離Ｌを、５０μｍにしている。また、画素
２、３、４とカラーフィルタ１２、１３、１４との間の
画素平面の垂直方向の距離を０．４ｍｍに形成してい
る。上記画素２、３、４は、幅が約７０μｍに形成され
ている。図５は、図４のＥ－Ｅ線での断面図である。図
５において、５１は、ガラス基板１上に形成された画素
を示し、アルミニウム電極とＥＬ層と透明電極とをまと
めて記している。
【００５８】上記画素５１上の光出射側のガラス基板８
の表面には、カラーフィルタ１２を配置し、このカラー
フィルタ１２上にライトコントロールフィルム５３を配
置している。このライトコントロールフィルム５３は、
住友スリーエム社製のライトコントロールフィルム（型
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番１００Ｐ－０ＯＢ６０）であり、上記カラーフィルタ
１２の表面に垂直方向に取り付けられたルーバ５４、５
４・・・を備え、このルーバ５４、５４・・・が向く方
向、すなわちカラーフィルタ１２の垂直方向に光の透過
を許すようになっている。
【００５９】上記構成の有機ＥＬディスプレイのカラー
フィルタ１２に、図４の横方向に所定の入射角をなして
太陽光が入射すると、第２実施形態の図３における矢印
Ｓの光と同様に、画素３で反射された光が、矢印Ｔで示
すようにカラーフィルタ１２に隣接するカラーフィルタ
１３に入射し、このカラーフィルタ１３で吸収されるの
で、この入射光が有機ＥＬディスプレイから外部に出射
されることが防止される。
【００６０】また、上記有機ＥＬディスプレイのカラー
フィルタ１２に、図４の縦方向に、かつ、図５において
所定の入射角φをなして太陽光が入射すると、この入射
光は、ライトコントロールフィルムのルーバ５４、５４
・・・によって、ガラス基板１８への入射が遮られる。
【００６１】一方、上記有機ＥＬディスプレイは、例え
ば緑画素３が発光すると、第２実施形態の図３における
矢印Ｊの光と同様にカラーフィルタ１３に入射し、さら
にライトコントロールフィルム５３を透過して、第２実
施形態と同様に所定の出射角度θをなして外部に出射さ
れる。ここで、上記カラーフィルタ１３からの光は、図
４における横方向に進む光であって、図５では矢印Ｊで
示すように鉛直上向きに進む光であり、この光は、ライ
トコントロールフィルム５３で遮断されることなく、矢*
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*印Ｋで示すように有機ＥＬディスプレイの外部に出射さ
れる。
【００６２】本実施形態において、上記カラーフィルタ
１３からの出射角度は、第２実施形態と同様に、下記の
式によって求めることができる。
【００６３】
【数４】θ＝ｓｉｎ－１（ｎ１／ｎ２×ｓｉｎ（ｔａｎ
－１（Ｌ／Ｄ）））
ここで、ｎ１は、本実施形態では１．５であり、ｎ２
は、本実施形態では１．０である。Ｌは、本実施形態で
は５０μｍである。Ｄは、本実施形態では０．４ｍｍで
ある。
【００６４】上記式を用いて、各変数に上記値を代入し
て計算すると、θ＝１０．７°になる。本実施形態の有
機ＥＬディスプレイを用いて、上記カラーフィルタ１
２、１３、１４の平面直角方向に対して１１°の角度θ
をなす方向において、上記カラーフィルタ１２、１３、
１４からの出射光の強度とコントラストを測定した。下
の表２は、この実験の結果を示した表である。表２にお
いて、比較例として、図４の画像表示装置からカラーフ
ィルタ１２、１３、１４およびライトコントロールフィ
ルム５３を除去した有機ＥＬディスプレイを用いて、輝
度とコントラストを測定した。すなわち、表２の比較例
は、表１の比較例と同一の比較例である。
【００６５】
【表２】

【００６６】表２からわかるように、第３実施形態の有
機ＥＬディスプレイは、画像を表示する光の出射面に、
上記カラーフィルタ１２、１３、１４およびライトコン
トロールフィルム５３が設けられているので、比較例よ
りも輝度が多少低下する。しかし、コントラストについ
ては、比較例では３であったのが、本実施形態では３９
に格段に向上している。したがって、本実施形態の有機
ＥＬディスプレイによれば、多少輝度が低下しても、コ
ントラストを飛躍的に向上できるので、画像の品質を全
体として向上することができる。
【００６７】また、本実施形態の有機ＥＬディスプレイ
は、第２実施形態の有機ＥＬディスプレイよりも輝度お
よびコントラストが多少小さいが、これはライトコント
ロールフィルム５３を設けたからであり、本実施形態で
は、上記ライトコントロールフィルム５３によって、第
２実施形態におけるよりもさらに入射光によるディスプ
レイのコントラストの低下が防止できる。

【００６８】本実施形態によれば、有機ＥＬディスプレ
イの外部からの光の反射によってコントラストが低下す
ることを有効に防止でき、また、カラーフィルタの平面
直角方向に対して所定の角度の方向、すなわち視認方向
に、特に良好なコントラストで画像を表示することがで
きる。
【００６９】また、上記カラーフィルタ１２、１３、１
４およびライトコントロールフィルム５３によって、従
来において互いに直行する方向の光の通過を許す２つの
ライトコントロールフィルムによる光の遮断機能と略同
一の効果を奏することができる。したがって、従来より
も、ディスプレイの厚みを小さくして、携帯機器に好適
なディスプレイが得られる。
【００７０】本実施形態において、ライトコントロール
フィルムのルーバは、このライトコントロールフィルム
５３の平面直角方向に延在するが、上記ルーバは、ライ
トコントロールフィルムの平面直角方向に所定の角度を
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なしてもよい。この場合、上記ライトコントロールフィ
ルムの平面直角方向に対する上記所定角度について、こ
の所定角度以外の角度で照射された外部光によるコント
ラストの低下を防止でき、また、上記角度に対応する視
認方向に、良好なコントラストが得られる。
【００７１】上記実施形態において、カラーフィルタ１
２、１３、１４は、各々ＲＧＢ（レッド、グリーン、ブ
ルー）のフィルタであったが、カラーフィルタはＲＧＢ
に限らず、例えばＣＭＹ（シアン、マゼンタ、イエロ
ー）のフィルタであってもよい。
【００７２】上記実施形態において、外部から入射した
光が主に画素で反射された光に関して述べたが、画素で
反射された光に限られず、例えばバスラインや電極など
によって反射した光に関しても、画像表示装置の外部へ
の出射を効果的に防止できる。
【００７３】また、上記実施形態において、上記画素
２、３、４と、上記カラーフィルタ１２、１３、１４と
の間の上記画素平面に垂直な方向の距離は、上記複数の
画素２、３、４・・・の間のギャップＧよりも多少大き
い距離、および、上記複数の画素２、３、４・・・の配
置ピッチＰよりも多少大きい距離に形成しているが、そ
れ以外の距離であってもよい。画像表示装置外部から入
射した光の反射光は、上記画素とカラーフィルタとの間
に距離をおけば、その距離が僅かであっても、画像表示
装置外部に出射することが防止できる。
【００７４】上記実施形態において、カラーフィルタ１
２、１３、１４上に、ライトコントロールフィルム５３
を設けたが、ライトコントロールフィルムと同一の機能
を有する他の膜を配置してもよい。
【００７５】上記実施形態において、画像表示装置とし
て、ＴＦＴ駆動の有機ＥＬディスプレイを用いたが、例
えば単純マトリクスタイプやセグメントタイプの有機Ｅ
Ｌディスプレイであってもよい。また、有機ＥＬディス
プレイに限らず、自己発光型ディスプレイにも本発明は
適用できる。上記自己発光型ディスプレイとしては、プ
ラズマディスプレイ、フィールドエミッションディスプ
レイ、発光ダイオードディスプレイ、および、冷陰極管
ディスプレイなどがある。
【００７６】
【発明の効果】以上より明らかなように、請求項１の発
明の画像表示装置によれば、異なる色の光を出射する複
数の画素が配列された画素平面と、上記画素平面に対し
て直角方向に所定の距離を置いて配置された複数のカラ
ーフィルタとを備え、上記複数のカラーフィルタのうち
の各カラーフィルタは、上記複数の画素のうちの所定の
画素に関して、この画素が出射する光の色と同一の色の
光を概ね透過する一方、上記画素が出射する光の色以外
の色の光を概ね吸収するので、この画像表示装置外部か
ら１つのカラーフィルタを通過して入射した光は、画像
表示装置内部で反射され、この反射光は上記入射したカ
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ラーフィルタ以外のカラーフィルタによって吸収される
ので、外部からの光の反射を効果的に防止することがで
きて、良好なコントラストの画像表示装置にできる。
【００７７】１実施形態の画像表示装置によれば、上記
複数の画素のうちの各画素と、この画素からの光を透過
する上記カラーフィルタとは、上記画素平面の垂直方向
に重なる位置に配置されているので、上記画素平面の直
角方向に良好なコントラストの画像が得られる。
【００７８】１実施形態の画像表示装置によれば、上記
複数の画素のうちの各画素の中心線と、この画素からの
光を透過させる上記カラーフィルタの中心線とが、上記
画素平面の垂直方向に重ならない位置に配置されている
ので、外部から入射した光の反射が効果的に防止でき
て、上記画素平面に所定の角度をなす方向に良好なコン
トラストの画像が得られる。
【００７９】１実施形態の画像表示装置によれば、上記
複数の画素と、上記複数のカラーフィルタとの間の上記
画素平面に垂直方向の距離は、隣接する上記複数の画素
の間のギャップよりも大きいので、この画像表示装置の
外部から入射して内部で反射された光の画像表示装置外
部への出射を、効果的に防止できる。
【００８０】１実施形態の画像表示装置によれば、上記
複数の画素と、上記複数のカラーフィルタとの間の上記
画素平面に垂直方向の距離は、隣接する上記複数の画素
の配置ピッチよりも大きいので、この画像表示装置の外
部から入射して内部で反射した光の画像表示装置外部へ
の出射を、効果的に防止される。
【００８１】１実施形態の画像表示装置は、上記画像表
示装置が表示する画像が視認される視認方向であって、
上記複数のカラーフィルタが配列された平面の垂直方向
に対してなす角度θが、上記画素と上記カラーフィルタ
との間の部分の光の屈折率と、上記カラーフィルタより
も光の出射側の部分の光の屈折率と、上記画素とこの画
素からの出射光が透過する上記カラーフィルタとの間の
上記画素平面に平行方向の距離と、上記画素とこの画素
からの出射光が透過する上記カラーフィルタとの間の上
記画素平面に垂直方向の距離とをパラメータとする式に
よって求められるので、上記角度θの方向が、この画像
表示装置の視認方向として好適になる。
【００８２】１実施形態の画像表示装置によれば、上記
複数の画素は、隣り合う画素が出射する光の色が異なる
モザイク状に配置されていると共に、上記複数のカラー
フィルタは、隣り合うカラーフィルタが透過する光の色
が異なるモザイク状に配置されているので、上記反射し
た光は、この画像表示装置の入射時に透過したカラーフ
ィルタと同じ色のカラーフィルタには殆ど入射しなく
て、他のカラーフィルタに入射して吸収されるから、上
記外部からの光の反射が効果的に防止できて、良好なコ
ントラストの画像表示装置が得られる。
【００８３】１実施形態の画像表示装置によれば、上記
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複数の画素は、列方向に隣り合う画素が出射する光の色
が同一であるストライプ状に配置されていると共に、上
記複数のカラーフィルタは、列方向に隣り合うカラーフ
ィルタが透過する光の色が同一であるストライプ状に配
置されているので、この画像表示装置外部から入射して
内部で反射した光は、上記ストライプが延在する方向の
直角方向において、上記入射時に透過したカラーフィル
タと同じ色のカラーフィルタには殆ど入射しなくて、他
のカラーフィルタに入射して吸収されるから、上記スト
ライプの直角方向において、外部からの光の反射が効果
的に防止できて、良好なコントラストの画像表示装置が
得られる。
【００８４】１実施形態の画像表示装置によれば、上記
複数のカラーフィルタ上に、一方向については光の通過
を許容する一方、他方向については光の通過を妨げる光
通過制御部材を配置したので、外部からの上記他方向の
光の入射が妨げられるので、上記一方向についての画像
表示装置のコントラストをさらに向上できる。
【００８５】１実施形態の画像表示装置によれば、上記
複数のカラーフィルタはストライプ状に配置されてお
り、上記光通過制御部材は、上記複数のカラーフィルタ
のストライプが延在する方向と所定の角度をなす方向の
光の通過を許容するので、上記ストライプの延在方向と
所定の角度をなす方向において、良好なコントラストが
得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の第１実施形態の画像表示装置として
の有機ＥＬディスプレイを示す断面図である。 *
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*【図２】  第１実施形態の有機ＥＬディスプレイの光出
射側から見た平面図である。
【図３】  本発明の第２実施形態の画像表示装置として
の有機ＥＬディスプレイを示す断面図である。
【図４】  本発明の第３実施形態の画像表示装置として
の有機ＥＬディスプレイを示す平面図である。
【図５】  図４のＥ－Ｅ線での断面図である。
【図６】  従来の有機ＥＬディスプレイを示す図であ
る。
【符号の説明】
１  ガラス基板
２  赤色画素
３  緑色画素
４  青色画素
６  配線
８  ガラス基板
１２  赤色カラーフィルタ
１３  緑色カラーフィルタ
１４  青色カラーフィルタ
２１  アルミニウム電極
２２  ＥＬ層
２３  ＩＴＯ透明電極
３１  アルミニウム電極
３２  ＥＬ層
３３  ＩＴＯ透明電極
４１  アルミニウム電極
４２  ＥＬ層
４３  ＩＴＯ透明電極

【図１】 【図２】

【図６】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种具有相对小的厚度并且能够防止由于从几乎所有
方向入射的光导致的对比度劣化的图像显示装置。 像素2、3、4，...由玻
璃基板1上的铝电极21、31、41，EL层22、32、42和ITO透明电极23、
33、43组成 等，并且在其上设置发光侧的玻璃基板8。 玻璃基板8设置
有透射不同颜色的光的多个滤色器12、13、14，...。 阳光从外部穿过如
箭头S所示的绿色滤色器13，进入内部，并被布线6的表面反射。 如箭头
T所示，入射到蓝色滤色器14的反射光为绿色，被蓝色滤色器14吸收。
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